
CEATECパネルディスカッション 2012 2012年10月3日 

「ICTがもたらす将来：ライフスタイル・社会・企業の展望と課題」 
JEITA ソリューションサービス事業委員会 

本セッションは、3名のパネリストによるパネル討論を行います。討論の後半に質疑
の時間も持ちますのでご質問、コメントなどもぜひお寄せ下さい。 
 
本日のパネリスト 
■古屋聡一 (ふるや そういち) 
日立製作所 横浜研究所。JEITA次世代IT利活用検討専門委員会 委員長。 
 
■田谷紀彦 (たや・のりひこ) 
NEC C&Cイノベーション推進本部。JEITA次世代IT利活用検討専門委員会 委員。 
 
■松井一郎 (まつい・いちろう) 
日経BPコンサルティング。「将来のライフスタイル、社会、企業に関する調査」
(JEITA, 日経BPコンサルティング共同発表)に関する調査・分析の取りまとめ。 

本セッションを構成するテーマ 
 
A: 「得られた若者像―つながり・共有を求め、ムダを嫌う若者達」 
B: 「将来のワークスタイル―望む／望まない？ 働き方の多様性と柔軟性」 
 
これらそれぞれについて、関連の調査結果、パネリスト意見交換、そしてICTの可能
性と課題について議論いたします。 
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JEITA 次世代IT利活用検討専門委員会の紹介 
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技術

制度（IT活用に係る
ルール等）

制度（社会環境に
係るルール等）

人々の意識変化

社会との関わり

出会い・つながり

企業のあり方

適切な価格

大学のあり方

実体験

強い個人の創出強い個人の創出 実体験や本物の価値実体験や本物の価値 多様性のある社会多様性のある社会 新たな情報・知識の
流通の仕組み

新たな情報・知識の
流通の仕組み

学歴・職歴・実績等を蓄積・
活用できるクラウド環境構築

生産性向上のためのITツール

組織の生産性を上げるためのツール

ITツールの活用とセキュリティの確保

活動支援のためのITツール

企業の情報資産の適切な活用

情報資産の電子データによる保管

企業の働き方に関するルールの緩和

従業員に対する情報と環境の提供

企業の情報を活用して自分で
成果を出すという考え方

労働力としての高齢者の活用

社会的な活動の高まり

個人で活用できる
エネルギーインフラ構築

学びを支援するITツール

移動に関わる手間の低減

個人レベルでの省エネの取り組み

個人レベルでの省エネ意識の高まり

受動から能動への消費者の意識変化

出会いを促すITツール

移動に対する価値観の変化

モノを共有する意識の高まり

人が集まるための仕組み構築

リアルとバーチャルを使い分けた出会い・つながり

暗黙知の活用のための仕組み構築

体験的な学習の履歴保存と
学習のパーソナライズ

情報発信と積極的な出会い

体験的な学習の
価値評価

体験を通じた
学び・遊び

受動から能動への
学習姿勢の変化

行き過ぎた規制に対する懸念

情報発信の際の他者への配慮
失敗しても再び頑張れる社会

多様な感性に対する人々の理解

産業を継続させる
という視点

本人確認、情報の
トレーサビリティの実現

・モノの流通、共有、再利用の仕組み

必要なものを直ぐに見つけられる仕組み 情報の価値を評価する仕組み構築

情報のトレーサビリティの実現

本人確認と情報の正しさの
検証の仕組み構築

ストレスなく情報を
やり取りできる環境構築

学習履歴を統合的に
管理・蓄積する仕組み構築

リアルタイム情報の活用

目的に応じた
学習履歴の公開

学習履歴の不正な
書き換えの防止

目的に応じた
個人情報公開

情報発信のルール設定とトラブル対応

ネット上の情報の質を担保する取り組み
個人情報の2次利用ためのルール

再利用の仕組みに係る
管理情報活用のルール化

個人情報の活用と保護のバランス

知的財産権を保護するための取り組み

楽しみのための
情報発信

グローバルな学びの実現

小中学生、高校生の学びの変化

自由な人・モノ・情報の移動

能力のある学生を伸ばすための大学

企業内研修での
大学の活用

大学教育への
企業の参加

遠隔地の出来ごとの
リアルな体験

暗黙知の見える化

楽しみのための
パーソナライズ

学習履歴の価値評価

学習目的に応じた
学びのガイド機能

効率的な税金の仕組み実現

働く目的の明確化と多様性の容認

消費者との関係構築

望まれるものを作るという考え方

流通ルートの多様化
による適切な価格

2030に向けた理想・場面69 
(2010年度成果) 

「強い個の創出」 

「多様性のある社会」 

「実体験や本物の価値」 

「新たな情報・知識の 

流通の仕組み」 

2030に向けた 
4つのキーワード 

近未来への期待と予想 
(2011年度成果) 

今年度活動 

委員会参画メンバー(2011-12) 
- NEC 
- 沖電気 
- 東芝ソリューション 
- 日本IBM 
- 日本ユニシス 
- 日立 
- 富士通           (五十音順) 

ミッション 
クラウドによる近未来の社会や生活の変化に溶
け込んでくるIT要素について調査研究し、クラウ
ド時代の理想的な社会の実現に向けて、人文科
学、社会科学、社会行動学等の観点から分析、
提言する。 
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次世代IT利活用検討専門委員会  

今年度の活動概要 

【検討の視点】 
・「若手が活躍できる社会」にむけての、
ICTへの要件やあり方を検討。 
・ICT(利用、製品・サービス、コンテンツ、こ
れらの提供者)の「日本ならでは」や「日本
の強さ」について、文化的側面から検討。 
・分析結果は、裏打ち・深化・定量化の目
的で外部調査へフィードバック。 

【クラウド若手懇談会】 
・若手(30歳前後)を毎回8名を参加者と
し、肩書きをはずし、本音の発言と議論
を引き出す。 

・初回(7/25)、第2回(9/3)をすでに実施し、
年度末までに6回程度実施予定。 

「次世代IT利活用検討専門委員会」では、「課題検討WG」と共同で分析・検討を実
施し、ITに関わるステークホルダへの提言をまとめる。 

クラウドビジネス推進研究会 
 └【クラウド若手懇談会】 
②若手を中心にしたメンバによる
「セッション」を開催 

2030キーワード(2010成果) 

近未来・期待と予想(2011成果) 

①論点・視点 
と場を提供 

③意見・アイデアを 
検討素材として利用 

調査・分析、そして提言へ 
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参考: 調査資料のみかた 

出来事・状態 

期待度(あなたはこの将来を好んで期待するか) 実現度(この出来事・将来は実現する/してしまうのか) 

回収結果への 

一言結論 

2011年度調査報告全文 

調査概要 
・素データは日経BPコンサルティングによるウェブ調査で集計(2012年1月実施)。 
・20歳以上60歳未満の計500名 (100(20歳代)+150(30歳代)+150(40歳代)+100(50歳代)。 
・以下の集計はラジオボタンで選択する設問の集計。別途自由記述の設問もあり。 

http://home.jeita.or.jp/cgi-bin/page/detail.cgi?n=345&ca=1
http://home.jeita.or.jp/cgi-bin/page/detail.cgi?n=345&ca=1

